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明
代
チ
ベ
ッ
ト
の
八
大
教
王
に
つ
い
て

〔
下
〕

〔
略
話
表
迫
加
〕

元
未
明
初
日
目
佐
藤
長
「
元
末
明
初
の
チ
ベ
ッ
ト
状
勢
」
明
代
満
蒙
史
研
究
所

校
、
京
都
、
昭
和
三
十
八
年
。

閉
山
開
∞
H
河
口
一
同
〉
・

ω
5
5
w
河
内

n
r
2
n
y巾
間
切
己
円
で
品
目
u
O司
品
巾

2
z
r同
門
品
開
白
ロ

叶
同
日
》
向
C

M

U

同
門

g
w
]戸市山一山田・

コJ
H
C
Eお
℃

司

巾

吋

巳

円

円
F

・
H
D
L
0
・、H，p
m
z
n
p
H
〈
-
M
H
O
5
9
H
E
H
・

と
に
か
く
タ
シ

l
ラ
グ
バ
は
父
ガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
を
失
っ
た
一
四

九
一
年
に
は
四
歳
で
あ
り
、

ガ
l
ギ
は
こ
の
こ
と
を
非
常
に
気
に
か

け
な
が
ら
世
を
去
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
後
見
者
が
考
え
ら
れ
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
ダ
ラ
イ
悌
数
史
は
衣
の
ご
と
く
い
う

(
、

H
，HMω

・
同
M・

。A
F
O
)

、
チ
ェ
ン
ガ
・
チ
ョ
エ
キ
ラ
グ

ω句
一
司
但
ロ
回

D
曲
。
ro田
ru『
片
側
町
内

wm∞
は

佐

藤

長

太
子
が
成
長
し
、
デ
シ
の
職
を
と
る
ま
で
、
テ
ル
寸
「
己
及
び
ヅ

エ
タ
ン
の
大
臣
、
高
職
者
と
と
も
に
命
を
査
し
、
官
職
を
任
ず
る

植
威
を
も
て
、
テ
ル
の
チ
ェ
ン
ガ
の
重
任
を
負
う
こ
と
を
承
諾
せ
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り
チ
ョ
エ
キ
ラ
グ
は
ダ
ラ
イ
悌
教
史
で
は
こ
こ
に
突
然
現
れ
て
く
る
の

で
理
解
し
難
い
が
、

ト
ウ
ヅ
チ
氏
は
系
闘
の
中
で
、

リ
ン
チ
エ
ン
ド

ル
ジ
ェ
の
子
と
し

ガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
の
兄
弟
と
見
て
い
る

し
力、

し
ガ

l
ギ
が
リ
ン
チ
ェ
ン
の
子
で
な
く
て
、
ラ
グ
パ
ジ
ュ
ン
ネ
l
の

子
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
然
ら
ば
チ
ョ
エ
キ
ラ
グ
パ
の
み
は

確
に
リ
ン
チ
ェ
ン
の
子
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
明
か
に
す
る
に

は
や
は
り
マ
ル
ボ
史
を
先
ず
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
@

第
一
に

(UZω
・
匂
・
弓

σ)、

〔ガ

l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
は
〕

ベ
ル
・
チ
ョ
エ
キ
ラ
グ
パ
帝
師
ロ
匂
曲
目



。
吉
田
}
円

1
唱
曲
官
官
止
の
同
宮
に
依
り
て
大
乗
の
法
典
を
敷
多

聴
聞
し
た
り
.

と
あ
る
の
は
、
確
に
同
一
人
物
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、

っ
て
彼
は
ガ
l
ギ
の
師
に
嘗
る
よ
う
な
優
れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が

こ
れ
に
よ

推
定
さ
れ
る
。
第
二
に
ガ

l
ギ
が
死
ん
だ
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
パ

グ
モ
ド
ゥ
の
有
力
者
等
が
集
り
(
ロ
富

ω・
匂
-
己
白
)
、

活
悌
賓
者

ω胃
ロ

Z
E
H
Fロ
宮
島
市
の
御
考
慮
を
願
い
、
後
見

と
し
て
宗
家
費
者
。
含
ひ
品
可
邑
ユ
ロ
回
以
O

ロ
宮

(
Hタ
シ

l
ラ

グ
パ
〉
の
成
長
す
る
ま
で
、
彼
等
は
援
助
す
る
方
法
を
と
れ
り
。

と
い
う
が
、
ダ
ラ
イ
俳
数
史
と
比
較
し
て
明
か
に
こ
の
活
悌
賓
者
は

チ
ョ
エ
キ
ラ
グ
パ
で
あ
る
。
而
し
て
葵
丑
の
年
(
一
四
九
一
二
〉
に
は

法
主
活
帥
怖
の
吉
田
之
O

国
司
己
件
ロ
が
テ
ル
の
チ
ェ
ン
ガ
に
任
ぜ
ら

れ
た
こ
と
を
い
う
が
(
ロ
冨

ω・同
V

・己匝)、

こ
れ
亦
前
者
と
同
一
人

で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
更
に
甲
申
の
年
(
一
五
二
四
)
に

か
け
て

ヤ
ン
バ
チ
ェ
ン
ペ
白
P
日
切
曲
ロ
匝
ロ
に
お
い
て
チ
ェ
ン
ガ
リ
ン
ポ
チ

ェ
は
御
年
七
十
二
歳
に
て
借
院
に
静
け
く
逝
き
た
ま
い
ぬ
。

と
あ
る
の
も
同
一
人
と
見
て
差
支
え
な
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
チ
ョ
エ
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キ
一
フ
グ
パ
は
一
四
五
三
年
の
生
れ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が

一
四
五
三
年
と
い
う
と
既
に
ド
ル
ジ
ェ
リ
ン
チ
ェ
シ
は
残

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
よ
う
に
、
前
者
を
後
者

の
子
と
す
る
こ
と
は
全
く
成
立
し
な
い
。
或
は
ガ

l
ギ
の
弟
と
す
る

で
き
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
が
、

や
は
り
そ
の
父
の
ラ
グ
パ
ジ

ユ
シ
ネ
l
は
一
四
四
五
年
に
残
し
て
い
る
の
で
閥
係
は
な
い
.
結
局

チ
ョ
エ
キ
ラ
グ
バ
は
そ
の
頃
の
パ
グ
モ
ド
ゥ
王
家
と
は
血
統
の
関
係

の
な
い
別
涙
の
人
物
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
然
ら
ば
果

し
て
他
の
何
人
に
嘗
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
解
く
た
め
に
、
我
々
は
先
ず
テ
ル
の
チ
ェ
ン
ガ
の
系

一 75ー

統
を
一
躍
辿
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ポ
テ
ィ
セ
ル
ゥ

E
の
問
答
第
十

一
に
は
、
各
代
の
チ
ェ
ン
ガ
の
在
位
年
数
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
よ
れ
ば
(
句
吋

ω戸
口
・
匂
-mAC、

ツ
ェ
ェ

I
パ

叶
島
町
m
m
m
F由
旬
開
は
三
十
八
年

そ
れ
よ
り
シ
ャ

マ
ル
チ
ョ
エ
パ
ン
チ
ェ
ン

ωげ
司
白
色
B
R
n
o仏
匂
曲
。
。
白
ロ
、

チ
ェ

ン
ガ
・
ラ
グ
ジ
ュ
ン
二
世
の

E
m白ゲ
σ可ロ
H
M
-
v
r
L
目
白
な
り
.

と
あ
る
。

ツ
ェ
ュ
l
パ
は
い
う
ま
で
も
な
く
ガ

1
ギ
ワ
ン
チ
ュ

チ

ェ
ン
ガ
・
ラ
グ
ジ
ュ
ン
二
世
は
ダ
ラ
イ
悌
教
史
に
タ
シ

l
-フ
グ
パ
の

第
二
子
と
し
て
出
て
く
る
チ
L

ン
ガ
・
ラ
グ
ジ
ュ
ン
パ

(
Hラ
グ
パ

ジ
ュ
ン
ネ
l
〉
に
相
違
な
い
が
、
そ
の
聞
に
は
明
か
に
シ
ャ
マ
ル
パ
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の
管
長
シ
ャ
マ
ル
チ
ョ
エ
パ
ン
が
数
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ーベ
l
ガ
ト
ン
に
も
テ
ル
の
座
主
の
在
位
年
数
を
列
記
し
た
と
こ
ろ

に
は
最
後
に
(
司
、
H

J

M

Y

色。)、

ニ
ェ
ル
ニ

l
リ
ン
ボ
チ
ェ
呂
町
H
m
m
g
江
口
匂
O

口
rm
ソ
ェ
ナ
ム
ギ

ェ
ン
ツ
ェ
ン
は
十
八
年
、
そ
の
間
聖
者
は
多
く
出
で
、
後
に
シ
ャ

マ
ル
チ
ョ
エ
パ
ン
ジ
ン
パ
四
世
∞
}
ミ
白
骨
百
円
口
O
仏
官
但
伊

P
2

3
Z
E
H
V陪
は
座
主
を
暫
く
勤
め
た
り
し
が
、
大
概
は
ラ
ン
・

一フ

i
シ
グ
氏
の
一
一
族
が
座
主
そ
の
も
の
又
は
代
理
を
勤
め
、
そ
の

系
統
は
組
え
ざ
り
き
。

と
あ
っ
て
シ
ャ
マ
ル
パ
第
四
代
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

シ
ャ
マ
ル
パ
は
シ
ャ
ナ
グ
パ
同
様
、
代
々
輔
生
活
併
に
よ
っ
て
法
統

チ
ョ
エ
キ
ラ
グ
パ
、
が
マ
ル
ボ
史
で
「
活
悌
貧
者
」
と

を
嗣
ぐ
か
ら
、

呼
ば
れ
た
原
因
は
こ
こ
に
至
っ
て
途
に
氷
解
す
る
。

シ
ャ

マ
ル
パ
第
四
世
の
名
は
普
通
に
は
チ
ョ
エ
ラ
グ
イ
シ
l

。ra
m
g
m印
可

O
G
g
で
あ
る
か
ら
、

チ
ョ
エ
キ
ラ
グ
パ
は
正
に
こ

の
名
の
前
山
Z
T
を
寓
し
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
四
世
に
つ

ケ

l
ベ
l
ガ
ト
ン
は
カ
ル
マ
パ
大
ラ
7

の
停
記
の
う
ち
に

①
 

も
詳
細
に
述
べ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
参
照
す
る
と
、

い
て
は
、

御
年
二
十
四
歳
丙
申
の
年
(
一
四
七
六
〉

に
は
ガ
ン
デ
ン
マ
ぞ ケ

口
問
問

t
E白
ロ
ヨ
曲
目
。

よ
り
出
費
し

ダ
グ
ポ
ロ
唱
曲
閃
臼
句
。
、

オ
ル
カ

O
-
r
r白
を
通
り
、
デ
ン
サ
テ
ル
と
ツ
オ
ン
ド
ェ
ラ
ッ
カ

吋
臼
}
戸

O
D
3仏
g
σ
E
m
F
r白
等
に
至
り
た
ま
い
ぬ
。
前
に
コ
ン
ボ

に
お
い
て
曾
わ
れ
た
る
等
者
イ
サ
ン
ヅ
ェ
パ
ペ

E
Z包
ユ
官
官

と
導
者
等
御
二
人
に
ラ
l
シ
グ
ラ
ン
氏
の
帝
師
叶
丈
引
ユ
と
さ
れ
、

主
人
と
し
て
奉
仕
の
厚
植
を
受
け
、

" 11 

チ
ェ
ン
ガ
リ
ン
ボ
チ
ェ

ガ
l
ギ
ワ
ン
チ
ュ
〉

は
敬
稗
を
大
に
澄
し
た
ま
え
り
(
句
、
H
J
H
V

・

3
5
0
 

葵
丑
の
年
(
一
四
九
三
〉
二
月
に
は
:
:
:
デ
シ
・
パ
グ
モ
ド
ゥ
パ

-76-

の
高
官
等
は
、
ロ
ゴ
ン
リ
ン
ボ
チ
ェ
伺
胃
o
g
m
oロ
ユ
ロ
匂
o
n
r
o

(
H開
祖
バ
グ
モ
ド
ゥ
パ
〉
の
林
座
主

2
8
に
至
り
て
、

そ

の
一
族
の
南
限
(
テ
ル
と
ヅ
ェ
タ
ン
〉
の
保
護
者
と
な
ら
れ
ん
こ

と
を
願
い
た
り
:
:
:
〔
よ
っ
て
彼
は
〕
大
デ
ン
サ
の
休
座
に
就
か

ん
こ
と
を
諾
い
て
、
後
高
御
座
に
至
り
、
デ
シ
・
バ
グ
モ
ド
ゥ
パ

の
雨
涯
の
首
諦
者
円
忌
ロ

Z
B
と
な
れ
り
(
句
、
H
J
M
M

・
8
3

御
年
七
十
二
歳
猿
の
年
(
甲
申
、

に
御
心
を
普
く
憂
よ
り
解
き
た
ま
え
り

(
H浬
架
に
入
り
た
ま
え

り
)

(

H

M

吋
・
匂

-EH)。

一
五
二
四
)
十
一
月
二
十
五
日

と
あ
っ
て
、
先
に
確
定
し
た
年
代
、
事
貫
と
全
く
一
致
す
る
.



シ
ャ
マ
ル
バ
に
は
、
活
動
的
で
政
治
的
野
心
の
多
い
活
傍
、
が
輩
出

し
た
が
、
こ
の
第
四
世
も
そ
の
例
に
漏
れ
な
か
っ
た
。
嘗
時
パ
グ
モ

ド
ゥ
パ
王
朝
の
下
で
最
も
勢
力
の
あ
っ
た
の
は
リ
ン
プ
ン
パ

削

N
E

者
邑
印
刷
出
の
諸
侯
で
あ
る
が

一
四
八
一
年
に
リ
ン
プ
ン
パ
は
中

央
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
パ
グ
モ
ド
ゥ
の
機
威
を
完
全
に
打
倒
し
て
し

ま
っ
た
。
而
し
て
こ
の
第
四
代
シ
ャ
マ
ル
パ
を
最
も
よ
く
後
援
し
た

の
が
リ
ン
プ
ン
パ
で
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
第
一
等
の
買
力
者
の
リ
ン
プ
ン
パ
が
如
何
に
推
薦
し
た
か
ら

と
は
い
え
、
停
統
の
あ
る
デ
ン
サ
テ
ル
の
大
寺
院
の
座
主
ま
で
を
一

時
他
涯
に
委
ね
、
王
朝
の
後
見
を
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

の
は
、
も
は
や
こ
の
王
朝
が
末
期
的
症
般
を
呈
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
闇
化
王
と
し
て
の
ラ
ン
氏
の
系
統
は
こ
れ

よ
り
三
振
に
分
れ
、
昔
の
面
影
は
更
に
な
く
、
リ
ン
プ
ン
パ
に
そ
の

質
植
は
奪
わ
れ
、
リ
ン
プ
ン
パ
も
亦
後
に
そ
の
家
臣
に
支
配
を
覆
さ

れ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
は
再
び
完
全
分
裂
の
時
代
に
突
入
す
る
の
で
あ

る
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第
五
は
闇
教
王
リ
ゴ
ン
パ
伺
r
z
mロ
P
M
単
一
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

ー

@

闘
す
る
諸
問
題
は
別
稿
で
述
べ
た
。
そ
の
う
ち
で
買
は
二
つ
ば
か
り

不
確
貰
な
記
述
を
蔑
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
こ
こ
で
些
か
補

を
つ
け
て
お
き
た
い
。

第
一
は
座
主
の
纏
承
で
、

J
ド
ル
ジ
ェ
ギ
ェ
ル
ポ
と

L
ド
ェ
ン
ル

プ
ギ
ェ
ル
ポ
の
親
子
闘
係
が
甚
だ
無
理
な
闘
係
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
ケ
l
ぺ
l
ガ
ト
ン
に
よ
る
我
々
の
計
算
で
は
、
前
者
J
は
二
ニ

五
O
年
に
死
し
、

後
者
は
一
三
五
七
年
に
生
れ
た
こ
と
に
な
る
か

ら
、
そ
の
聞
に
七
年
の
間
隔
が
あ
り
、
親
子
閥
係
の
設
定
は
買
は
困

難
で
あ

っ
た
。
前
稿
で
は
一
妻
多
夫
制
を
恒
定
し
て
、
ド
ェ
ン
ル
ブ

の
買
母
が
ド
ル
ジ
ェ
の
死
後
そ
の
兄
弟
の
何
人
か
に
嫁
し
生
ん
だ
も

一77-

の
と
し
た
が
、
こ
れ
は
些
か
考
え
過
ぎ
で
あ

っ
た
。
恐
ら
く
ケ
l
ぺ

ー
ガ
ト
ン
に
お
け
る
「
父
」
ド
ル
ジ
ェ
ギ
ェ
ル
ポ
は
そ
の
弟
ド

ル
ジ

ェ
ベ
ル
河
内
凶
O
吋
]
巾

ε巴
の
書
篤
の
誤
で
、

ド
ェ
ン
ル
プ
は
ド
ル
ジ

エ
ベ
ル
の
子
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ド
ル
ジ
ェ
ペ
ル
の
在
世
年
代
は

不
明
で
あ
る
が
、
兄
よ
り
七
年
以
上
長
く
在
世
し
た
と
見
る
こ
と
は

叉
俗
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
な
い
か
ら
子
が
あ

っ
て

も
何
等
不
自
然
で
は
な
い
。

J
ド
ル
ジ
ェ
ギ
ェ
ル
ポ
は
座
主
で
あ
る

か
ら
子
の
な
い
の
が
嘗
然
で
あ
り
、
事
責
リ
ゴ
ン
パ
で
は
そ
れ
ま
で

伯
父
よ
り
甥

へ
の
座
主
の
纏
承
が
普
通
で
あ

っ
て
、
座
主
が
結
婚
し

差
支
え
な
く
、
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た
例
は
な
い
。
座
主
の
結
婚
は

L
ド
ェ
ル
ブ
ギ
ェ
ル
ポ
か
ら
漸
く
始

そ
れ
に
は
血
統
の
断
紹
の
よ
う
な
何
か
止
む
を
得
な
い
事

ま
る
が
、

情
が
伏
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
ド
ェ
シ
ル
プ
ギ
ェ
ル
ポ
は
ド
ル
ジ
ェ
ベ
ル
の
子
と
し
て

考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

J
・
ド
ル
ジ
ェ
ギ
ェ
ル
ボ
が
残
し
た
と
き
、

z
o
H
m
m
U
M】白

そ
の
甥
等
の
う
ち
で
年
長
の

K
・
ニ
ェ
ル

=
l
パ

が
後
を
縫
ぎ

そ
の
死
後
、

L
・
ド
ェ
ン
ル
ブ
ギ
ェ
ル
ポ
は
四
十
五

歳
で
漸
く
そ
の
後
を
縫
い
だ
の
で
あ
る
。

第
二
は
ガ
ン
ギ
ェ
ル
の
僧
院
の
問
題
で
あ
る
が
、

代
の
僧
院
長
に
つ
い
て
は
前
稿
で
は
専
ら
テ
プ
ゴ
ン
に
よ
っ
て
述
べ

た
。
し
か
し
ヴ
ァ
イ
セ
ル
に
よ
る
と
、
よ
り
詳
し
く
二
三
の
疑
問
が

こ
の
寺
院
の
歴

解
け
る
の
で
、
そ
れ
を
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。

第
一
の
創
設
の
問
題
に
つ
い
て
は
ヴ
ァ
イ
セ
ル
は
次
の
ご
と
く
い

う
(
〈

ω
・
MM
・口
ω〉。

⑤
 

リ
ゴ
シ
の
ジ
グ
テ
ン
ゴ
ン
ポ
司
社
関
同
窓
口
自
m
oロ
旬
。

ン
パ
)
の
弟
子
得
成
就
者
ツ
ア
ジ
シ
プ
パ。
.... 
由

同
ロ・
凹
t""' 
ドd・
c""' 〆町、

宮(!)!! 
~~ ;; 

ラ
マ
の
懸
記
せ
ら
れ
し
ご
と
く
、
贋
く
〔
各
腐
の
〕
寺
院
に
お
い

て
調
定
に
住
せ
ら
れ
し
が
、
或
る
と
き
施
食
の
器
物
を
驚
鳥

E
ロ

官
が
持
来
り
て
北
山
切
可
包
ユ
の
側
に
運
び
た
る
に
よ
り

て

名
を
カ「
〉〆

ギ窪
ェイT
ノレ 母

z露
出 記

!!!..な
必 り
巳と

と畳
稿眠
せ
り

臼}内凶『曲目

σ白白、

そ
こ
に
寺
院
を
建

ガ
ン
ギ
ェ
ル
寺
院
の
因
縁
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
テ
プ
ゴ

Z
包
臼
「
〕
『
同
日
の
韻
字
が
正
し
い
こ

ン
の

Z
包
品
苫
-
-
は
誤
で

と
が
分
る
。

ヴ
ァ
イ
セ
ル
は
績
い
て
そ
の
歴
代
僧
院
長
の
名
を

シ
ャ
ン
一
フ

ω
V
曲目
μσ-白

二
、
ギ
ェ
ル
ワ

HNm可
曲
目
ゲ
同

シ
リ
ン
の
江
江
口

一 78-

四

一
ェ
ル
シ
グ
パ

。
出
色
白
}
H
F
m
H
X
W

五
、
ギ
ェ
ル
ワ
セ
ン
ゲ

m
m
uミ
w
-
V
曲
目
o
p
m由

六
ラ
マ
セ
ル
ワ
切
】
同
日
向
ぬ
白
血
-

V
帥

七
、
リ
ン
ギ
ェ
ル

H
N
E
H
g
d
-

⑤
 

の
順
で
奉
げ
る
が
、
テ
プ
ゴ
ン
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、

五
代
ま
で

は
テ
プ
ゴ
ン
の
う
ち
に
そ
の
名
は
な
く

(
六
〉
ラ
マ
セ
ル
ワ

H
セ

ル
ジ
ェ
ワ

(
七
〉
リ
ン
ギ
ェ
ル

H
ケ

l
ル
プ
リ
ン
チ
ェ
ン
ギ
ェ
ン

ツ
ェ
ン
の
比
定
が
可
能
な
だ
け
で
あ
る
.
ヴ
ァ
イ
セ
ル
は
更
に

こ
れ
よ
り
ラ
マ
二
人
程
あ
り
て
組
え
、

ジ
ャ
ム
ゴ
ン
ラ
マ
司

Y
B

g
m
oロ
宮
曲
目
白

(
Hツ
オ
ン
カ
パ
)
の
宗
波
に
獲
り
た
り
.



と
あ
る
か
ら
、

ガ
ン
ギ
ェ
ル
は
早
く
も
第
九
代
以
後
に
は
ゲ
ル
グ
パ

の
宗
風
へ
と
饗
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
績
い
て

十
、
チ
ョ
エ
ギ
ェ
ル
リ
ン
チ
ェ
ン

十
て

リ
ン
チ
ェ
ン
ロ
ト
ェ

十

リ
ン
チ
ェ
ン
ベ
ル
サ
ン

が
奉
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
テ
プ
ゴ
ン
の
系
統
酌
と
一
致
す
る
が
、
更

t乙

彼

(
Hリ
ン
チ
ェ
ン
ベ
ル
サ
ン

H
N
F
ロ
ロ
rmロ
仏
同
)
曲
二
u
g
p
)

の
甥

に
よ
り
て
象
者
ゲ
ド
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
岡
山
守
口
問
。

Z
E
吋
唱
曲

g
g
r
o
に
こ
の
寺
院
は
搬
げ
ら
れ
た
り
。

と
あ
り
、
途
に
寺
院
そ
の
も
の
も
リ
ン
チ
ェ
ン
ペ
ル
サ
ン
ゆ
次
代
に

な
っ
て
所
属
を
ゲ
ル
グ
パ
へ
と
費
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
@
ゲ
ド

シ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
は
い
う
ま
で
も
な
く
所
謂
第
二
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
で
あ

る
ヴ
ァ
イ
セ
ル
の
示
す
僧
院
長
の
系
譜
は
暖
昧
な
テ
プ
ゴ
ン
よ
り
は

些
か
ま
し
と
も
思
わ
れ
る
が
、
結
局
は
リ
ゴ
ン
の
座
主
と
の
関
係
を

よ
り
一
層
明
か
に
す
る
程
の
も
の
で
は
な
い
。
今
は
唯
珍
し
い
一
つ

の
史
料
と
し
て
提
示
す
る
に
止
め
た
い
と
思
う
。
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四

第
六
は
賛
善
王
で
あ
る
。
こ
の
王
に
つ
い
て
は
明
停
は
、

費
善
王
者
霊
霜
帰
国
也
、
其
地
在
四
川
徴
外
、
調
烏
斯
識
矯
近
。

と
い
う
。
盤
識
の
位
置
に
つ
い
て
は
四
川
通
志
の
記
述
が
参
考
に
な

る
。
郎
ち
嘉
慶
重
修
四
川
遁
・
志
容
九
七
、
九
八
に
四
川
布
政
司
所
属

の
大
土
司
を
列
拳
し
て
、
そ
の
う
ち
に
林
葱
安
撫
使
司
と
い
う
の
を

数
え
て
い
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
が
霊
灘
と
同
一
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
林
葱
は
、
南
は
デ
ル
ゲ

ω骨
仏
唱
に
接
し
、

菖
結
に
接
し
て
い
る
。

北
は
蒙

-79一

ロ
ッ
グ
ヒ
ル
司
・
当
・
河
o
n
r
r
E
に
よ
れ

ば
、
蒙
菖
結
は
ヨ
ユ
ロ
ロ
自
営
で
あ
る
か
伊
、
林
葱
は
ジ
ェ
タ
ン

ド
と
デ
ル
ゲ
の
間
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
ご
と
く
ケ
l
ぺ
I

ガ
ト
ン
に
は
ツ
ァ
ン
シ
ン
ワ
ン
寸
白
血
一
ロ
包
口
当
同
ひ
が
リ
ン
ツ
ァ
ン

。戸山
D
g
r
g一
の
借
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
お
り
(
元
末
明
初
五
五

二
頁
)
、

そ
の
チ
ベ
ッ
ト
語
の
原
形
は
明
か
に
な
っ
た
。

又
ス
タ
ン

氏
は
盤
療
の
説
明
に
、
郵
誠
が
チ
ベ
ッ
ト
に
使
し
た
と
き
の
遁
路
は

空
東
か
ら
璽
識
を
遇
っ
て
必
力
工
瓦

ロゲ
5
笠
EHd
(
ラ
サ
地
方
)
と
行
'コ
て ー
い出
る 5.
の m
を S
引引
用品、

し
て
し、

る

烏
思
購

が
(
河
何
回
-
H
Y
N
H
H
〉

」
れ
も
霊
裁
が
東
チ
ベ
ッ
ト
に
あ
っ
た
こ
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と
の
傍
詮
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

遺
憾
な
こ
と
に
は
こ
の
宗
汲
が
如
何
な
る
系
統
に
属
す
る
か
に
つ

い
て
は
チ
ベ
ッ
ト
文
献
に
は
何
等
記
載
は
な
い

e

唯
ト
ゥ
ッ
チ
氏
は

ニ
ャ
ン
冨
3
P
(
H
辺
包
・
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
地
方
)
の
年
代
記
で
あ
る

一
ャ
ン
チ
ュ
ン
冨

3
u
n
y
g
に
サ
キ
ャ
の
宮
廷
に
お
け
る
四
大

ナ
ン
チ
ェ
ン

z
g
n
r
g
を
翠
げ
て
い
る
が

そ
の
一
人
に
リ
ン

ツ
ァ
ン
の

-zsy白
円
目
を
数
え
て
い
る
か
ら

(
H
叶
-

H

〈
-

M

}

・
8
)

」
れ
に
よ
っ
て
賛
善
王
の
系
統
は
サ
キ
ャ
パ
の
一
涯
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ス
タ
ン
氏
も
同
じ
く
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
記
述

に
よ
り

こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
(
列
何
回
・

M
M同

Y
N
N

。・
Nω

∞"

ロ
-HO)、
先
は
こ
の
推
定
は
誤
な
い
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

さ
て
先
に
度
々
蝿
れ
た
ご
と
く
成
租
は
即
位
す
る
と
直
に
借
智
光

を
チ
ベ
ッ
ト
に
遣
し
有
力
な
ラ
マ
の
招
撫
を
行
わ
せ
た
が
、
智
光
の

目
的
地
の
一
つ
に
は
明
か
に
リ
ン
ツ
ァ
ン
が
数
え
ら
れ
て
い
た
(
貫

録
洪
武
三
十
五
年
八
月
丁
巳
の
保
、
史
料
四
八
頁
)
。

そ
の
努
力
に

よ
っ
て
か
、
永
築
四
年
二
月
に
は
館
畳
盤
麗
等
庭
の
使
臣
端
竹
難
卜

が
来
朝
し
た
が
、
端
竹
購
ト
宮
門
河
口
件
mwghHUMMC
は
り
oロぬ
2
r

-
M
N
白
島
唱
。
と
還
元
さ
れ
る
。
而
し
て
翌
三
月
に
は
盤
臓
の
着
思
巴
見

監
臓

a
w
由

HMV白
色
丹
岳
山
明
ロ
仲
良
白
〈
の
ro白
身
同
戸
同
句
巳

HHHErg

が
璽
職
潅
頂
国
師
を
命
ぜ
ら
れ
(
史
料
五
一
頁
〉
、

次
い
で
五
年
三

月
に
は
彼
は
賛
善
玉
に
封
。せ
ら
れ
た
(
史
料
五
五
頁
)
。

彼
が
濯
頂

園
師
に
な
っ
た
の
は
遣
使
来
朝
の
故
で
あ
ろ
う
が
、
更
に
賛
善
王
に

封
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
恐
ら
く
は
既
に
入
朝
し

て
い
た
デ
シ
ン
の
推
薦
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
(
元
末
明
初
五

五
二
頁
)
。

チ
ョ
エ
ベ
ル
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
の
後
継
者
に
つ
い
て
は
明
停
に
は

洪
岡
山
元
年
、

葛
監
磁
襲
。

王

(
Hチ
ョ
エ
ベ
ル
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
〉
卒
、
従
子
晴

と
あ
り
、
晴
菖
監
購
ロ
R
S
F
o
Z
F
Oロ
Z
R
O
即
ち

Z
E
H
B
w
r
与

-80ー

a
u
-
-
-
g
g
r
g
が
後
を
縫
い
だ
ご
と
く
い
う
。

一
方
貫
録
永
築
二

十
年
三
月
辛
酉
及
び
同
二
十
一
年
二
月
乙
卯
の
傑
に
は
と
も
に
、
費

善
玉
吉
刺
思
巴
監
臓
己
競
ト
が
汝
奴
星
吉
を
使
と
し
て
来
朝
さ
せ
た

」
と
が
見
え
て
い
る
(
史
料
七

O
、
七
一
頁
〉
。

士
口
刺
思
巴
監
購
巴

描
卜

Z
H
Z
E
H
V印
式
日
明
ロ

ghkOMV阿
佐

hHO
宮

誕
百
-
s
z
r
g
身
包
ゲ
N
白D
M
ち
で
あ
ろ
う
し
、
汝
奴
星
士
口
札
口
C

t主

。H
白
血
刷
印
可
何
回

回

S
Z
H
は
の
白
y
o
ロ
ロ
己
印
m
u
j
m叩
で
あ
ろ
う
。

而
し
て
ナ
ム
カ
ギ

ェ
ン
ツ
ェ
ン
の
就
任
に
つ
い
て
貫
録
洪
照
元
年
の
傑
に
は
何
等
封
臆

記
事
は
見
ら
れ
な
い
。

し
か
し
後
述
の
ご
と
く
ナ
ム
カ
が
そ
の
後
を



子
の
ベ
ン
デ
ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
に
譲
ら
ん
と
し
た
と
き
の
詔
勅
に
は
ナ

ム
カ
に
封
し
て
〈
史
料
一
四
六
頁
)
、

巴
?

太
宗
文
皇
帝
臨
御
之
日
・
・
・
・
・
・
朝
廷
特
封
爾
叔
着
思
己
監
購
矯
盤
臓

濯
頂
園
師
費
善
王
、
逮
我
皇
考
宣
宗
章
皇
帝
嗣
位
之
初
、
伴
爾
襲

封
王
爵
己
有
年
失
。

と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と

ナ
ム
カ
が
洪
照
元
年
に
就
任
し
た
こ
と

は
確
貰
で
あ
る
。

一
方
チ
ョ
エ
ベ
ル
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
は
、
永
築
十
七
年
十
月
に
楊

保
が
チ
ベ
ッ
ト
に
使
し
た
と
き
に
往
訪
し
た
大
-
フ
マ
の
一
人
に
数
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
(
史
料
七

O
頁
)
、
少
そ
と
も
永
築
十
七
年
ま
で

は
彼
は
在
世
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
二
十
年
に
遺
使
し
た

の
は
賛
善
玉
ラ
グ
パ
ペ
ル
サ
ン
ボ
で
あ
る
の
を
見
る
と
、

こ
の
間
に

王
の
交
代
が
あ
っ
た
と
一
躍
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
こ

の
ラ
グ
パ
の
名
は
こ
の
と
き
貫
録
に
出
て
く
る
だ
け
で

叉
事
貫
在

位
し
た
と
し
て
も
洪
照
元
年
ま
で
は
僅
か
三
年
ば
か
り
で
あ
り
、
果

し
て
呉
賓
の
後
継
者
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
少
く
と
も

明
側
で
は
こ
れ
を
費
善
王
に
封
じ
た
記
錬
は
な
く
、
従
っ
て
次
の
賛

善
玉
が
立
つ
ま
で
の
代
行
者
と
し
て
彼
は
存
在
し
た
の
で
は
な
か
っ
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た
か
と
思
わ
れ
る
。
臆
測
は
種
々
に
立
て
ら
れ
る
が

一
躍
こ
の
間

の
経
緯
は
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
同
。

ナ
ム
カ
ギ
ェ
シ
ツ
ェ
ン
の
名
が
貫
録
に
初
め
て
現
れ
る
の
は
宣
徳

二
年
四
月
辛
酉
の
傑
で
、
太
監
の
侯
額
が
こ
の
と
き
往
訪
し
た
相
手

の
大
ラ
マ
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
(
史
料
八
六
頁
)
。

賛
善
王

は
こ
の
後
暗
葛
監
蔵
巴
癌
卜
ロ
R
B
F
o
g
百
二
E
C
H
E
2
3
2

〈
史
料
一

O
六、一

O
七
、
一
六
五
頁
)
、

晴
寄
見
監
購
ロ
R
g
F
o
己

お
お
ロ

2
8
(史
料
一
二
二
頁
)
、
南
菖
監
購
巴
描
卜
(
史
料
一
六
六

頁
)
等
の
名
で
宣
徳
八
年
ま
で
現
れ
る
が
、
何
れ
も
ナ
ム
カ
ギ
ェ
ン

ツ
ェ
ン
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。

唱

4。。

正
統
十
年
(
一
四
四
五
)
に
は
賛
善
玉
は
ナ
ム
カ
の
長
子
ベ
ン
デ

ン
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
に
代
え
ら
れ
た
。
即
ち
貫
録
に
、
正
統
十
年
六
月
辛

亥
「
賛
善
王
南
葛
監
戴
巴
購
卜
姪
班
丹
監
剣
」
に
降
し
た
勅
識
と
し

て
ハ
史
料
一
六
六
頁
)

今
爾
叔
奏
稿
、
年
老
不
能
管
事
、
爾
班
丹
監
劉
乃
其
親
姪
、
克
承

究
敬
、
俗
守
毘
奈
、
多
人
信
服
、
請
代
其
職
、
特
允
其
請
、
命
正

使
輝
師
鎖
南
蔵
卜
、
副
使
刺
肺
割
什
班
丹
等
、
同
指
揮
斡
些
見
識

粛
捧
勅
識
語
命
、
封
爾
班
丹
竪
剣
、
矯
霊
購
潅
頂
園
師
賛
善

玉
、
代
爾
叔
掌
管
印
章
、
撫
治
番
人
。

卜
と
あ
る
が
、
班
丹
堅
剣
同

ugロ
宮
ロ
同
念
日

g
〆
o
は
り
官
-
E自
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話可同一

g
g
r
o

で
あ
り
、
鎖
南
描
卜
臼
C
O
ロ
n
H
B
Z
Q
d

司C

は
切
曲
。
仏

E
S臼
ゲ
N
同

D
M
M
O‘

割
什
班
丹
拡
恒
常

H
-
v
z
g
Zロ
は
回
目
内

E
C臼

品目
V

白]]仏回目、

斡
些
見
積
卜
ロ
O

白
一
円
乙

Z
R
O
聞
を
は

国
0
仏

N
2

-
u
N
曲H

d

旬
。
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
王
の
交
代
は
ナ
ム
カ
が
年
老

い
た
た
め
に
止
む
を
得
ず
朝
廷
に
願
出
て
そ
の
甥
ベ
ン
デ
ン
に
織
を

譲

っ
た
こ
と
に
な
る
。
尤
も
こ
の
よ
う
な
請
願
は
正
統
六
年
に
既
に

行
わ
れ
て
い
た
。
貫
録
正
統
六
年
四
月
辛
卯
に
ナ
ム
カ
に
輿
え
ら
れ

た
勅
に
〈
史
料
一
四
六
頁
)
、

今
繭
遺
永
隆
監
職
、
鎖
南
端
竹
前
来
朝
貢
、
弁
奏
、
見
今
年
老
、

欲
令
長
子
班
丹
監
剣
嗣
封
賛
善
玉
、
次
予
巴
思
恭
購
卜
局
都
指
揮

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
英
宗
は
こ
の
と
き
は
許
可
せ
ず
、

ペ
ン
日
ア
ン

を
都
指
揮
使
と
し
て
父
に
代

っ
て
本
都
司
の
こ
と
を
司
ら
し
め
、

思
恭
購
卜
を
指
揮
余
事
と
な
し
て
兄
を
助
け
し
め
る
に
止
め
た

こ
の
文
に
出
て
く
る
永
隆
監
蔵

u
a
f
u
gぉロ

Z
A
は
の
・
ヨ
忌

仏門戸岡田凶】
qm一吉凶】自仲臼}回同口、

鎖
南
端
竹

2
0
ロ
Q
5
2
8ロ
G
W

巴
思
恭
描
卜
富
田
戸
}
内
C
U
Z
R
H
U
M
M
C

は

り
匂
色
白
W
3
p
r
g
p
旬
。
と
還
元
さ
れ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
ベ
ン

H
W
臼O
円凶ロ白ヨ白

L
O
ロ
mH・ロゲ、

デ
ン
、が
長
子
と
あ
る
に
拘
ら
ず
、
正
統
十
年
の
詔
で
は
姪
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
こ
の
何
れ
が
正
し
い
か
は
直
に
明
か
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
恐
ら
く
は
姪
が
正
し
い
の
で
あ
る
う。

いんも

こ
の
頃
一
部
の
貴
族
の
聞
に
も
行
わ
れ
て
い
た
一
妾
多
夫
制
の

一
例

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
子
で
も
あ
り
同
時
に
姪
で
も
あ
る
か
ら
向
れ
も

正
し
い
こ
と
に
な
る
。
と
に
か
く
王
の
交
代
は
明
停
に
全
く
燭
れ
て

い
な
い
に
拘
ら
ず
正
統
十
年
に
行
わ
れ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。

成
化
三
年
へ
一
四
六
七
)
に
ベ
ン
デ
ン
の
後
に
王
統
を
縫
い
だ
の

は
塔
見
巴
堅
祭

E
乙

宮

E
g
g
-
S
で
あ
る
が

(
史
料
二
四

五
頁
)
、
明
か
に
、
H
，
r再
開
福
田
町

mu詰
7
3
2
r白
ロ
と
還
元
さ
れ
る

Q

ヶ

l
ぺ
l
ガ
ト
ン
は
第
七
代
カ
ル
マ
パ
・
チ
ョ
エ
ラ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ
の
侍

-82一

の
う
ち
に
(
司
、
H
J

司・

ω宮)、

巴

豚
の
年
(
丁
亥
、

一
四
六
七
)
の
新
年
を
済
ま
せ

リ
ン
ツ
ァ
ン

の
賛
善
王
タ
ン
パ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
、
叶
印
自
の
百
円
凶

Z
P
、H，

r
s
z

門
的
可
白
]
自

zr担当
F

は
居
館
。
印
四
円

W
}
g
H
J

に
〔
彼
を
〕
請
導
し

t主

多
く
の
贈
物
を
賦
げ
た
り
。

と
い
う
が
、
こ
の
年
は
封
爵
の
命
の
出
た
年
で
あ
り
、

タ
ル
パ
の
貫

際
の
襲
職
は
そ
れ
よ
り
少
し
く
遡
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ス
タ
ン
氏
も
こ
の
史
料
は
既
に
引
用
し
て
い
る
が
、

テ
キ
ス
ト
の

、H
，}
g
D
M
M
同
は

氏
の
い
う
ご
と
く
、
H

，r
R
M
M
却
を
正
し
い
も
の
と



し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
(
河
何
回
・
同
v
・白血)。

つ
い
で
貫
録
成
化
十
二
年
八
月
戊
寅
の
傑
に
は
、

「
賛
善
王
宜
丹

堅
干
」
が
遺
使
来
朝
し
た
こ
と
を
い
う
が
(
史
料
二
七
一
頁
)
、

丹
堅
千
回
目
印
口
一
宮
ロ
仲
田
町
ロ
件
丸
紅
ロ
は
り
切
回
二
仏
印
口
一
括
一
司
巴

HHMgr同ロ

で
あ
ろ
う
。
こ
の
ラ
マ
の
名
は
こ
の
個
所
に
し
か
現
れ
ず
、
従
っ
て

在
職
の
年
次
も
亦
定
め
が
た
い
。
そ
の
故
か
明
俸
に
は
彼
の
名
は
全

く
記
さ
れ
て
い
な
い
。

而
し
て
同
じ
く
十
八
年
間
八
月
辛
卯
の
傑
に
は
、
晴
首
相
堅
集
巴
描

ト
ロ
Q
B
r
o
z
-
2
2ぜロ
-
E
Z
R
U
H
V
G
が
賛
善
王
に
封
ぜ
ら
れ
た

こ
と
を
い
う
(
史
料
二
八
七
頁
)
。
明
か
に

Z
m
g
B
r
r与
認
可
同
ー
ャ

s
z
Eロ
仏
唱
曲
目

Z
B
M
V
O
で
あ
る
が
、
彼
の
在
職
は
凡
そ
弘
治
十

六
年
ま
で
で
あ
る
。

つ
い
で
弟
の
端
竹
竪
告
が
弘
治
十
六
年
九
月
に
番
信
の
阿
完
を
遺

端
竹
竪
省

2
8
D
G山

Y
E
g
g
a
B
は

り
oロ
m
Eゲ
括
リ
E
-
B
a
r
g
J
阿
完
O

己

8
ロ
は

za仏
g
p
と

し
て
襲
職
を
請
う
た
。

考
え
ら
れ
る
が
、
在
職
は
嘉
靖
二
十
二
年
(
一
五
四
二
一
)
そ
の
甥
の

端
岳
堅
告
が
後
を
継
ぐ
ま
で
績
く
(
史
料
三
八
九
頁
)
。
端
岳
堅
告

Z
Sロ
5
2
w
g
g
a
B
は

首

然

り

oロ
可
O

仏
品
u
R
凶
戸
日
g
r
g
と
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還
元
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
善
王
と
そ
の
他
の
諸
涯
の
閥
係
、

又
は
リ
シ
ツ
ァ
ン
の
一
般

的
肢
勢
に
闘
し
て
は
ス
タ
ン
氏
が
詳
細
な
研
究
を
霊
表
し
て
お
り

班

HYNHH〉
、
我
々
が
そ
れ
に
附
加
し
得
る
も
の
は
殆
ど
な

い
。
唯
貫
録
に
よ
っ
て
、
賛
善
玉
に
は
若
干
の
異
同
が
あ
る
こ
と
を

(同何回・

こ
こ
に
記
し
て
参
考
に
供
し
た
次
第
で
あ
る
。

五

第
七
は
護
教
主
で
あ
る
が
、
明
俸
に
は
、

護
教
王
者
宗
巴
幹
即
南
寄
巴
購
卜
舘
畳
借
也
。

。。

と
述
べ
て
い
る
。
宗
巴
E
C
O

官
は
恐
ら
く
「
高
貴
な
る
(
も
の
)
」

「
高
僧
」
の
意
味
を
も
っ

g
g
Z
を
寓
し
た
も
の
羽
、
幹
郎
南

寄
己
競
卜
は
貫
録
に
は
す
べ
て
斡
町
南
瓦
町
巴
蔵
卜

g
g
H
ロ
Q
B
r
o

官
j

同白
hHO
司C

と
あ
る
か
ら
司
0

仏
N
m
H

口問

HHMgwv向
ザ
門
ザ
同
ご

u
g
p

館
魔

}
2
8
D
g
h
は
従
来
何
人

同
ち
を
潟
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

に
も
解
き
得
な
い
名
稽
で
あ
っ
た
が

ケ

l
ベ
i
ガ
ト
ン
に
は
や
は

り
デ
シ
ン
の
奏
請
に
よ
る
教
王
の
封
爵
の
一
つ
と
し
て
ゴ
ン
ジ
ョ

。。ロ

mHU3
を
豪
、
げ
て
お
り
(
句
寸
-HV-SN・
元
末
明
初
五
五
二
頁
)
、

更
に
の
oロ
ぬ
判
。
出
g
r
uミ
弘
吉
司
同

R
J

い
る
か
ら
(
司
、
HJHV・ω虫
)
、
。
。
ロ

mM『

O

又
は
の
o
Z
o
(
H
N何回・

(
〈
護
教
王
)

と
も
い
っ
て
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U
-
N
ω
ω
)

で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。

が
示
し
て
い
る
ご
と
く
デ
ル
ゲ
の
西
南
、 而

し
て
そ
の
位
置
は
ス
タ
ン
氏

チ
ャ
ム
ド
の
東
北
東
に
嘗

る
地
鮎
で
あ
る
(
河
何
回
・
。
同
円
陣
巾
門
H
C

叶
忌
巾
昨
日
時

g
g
C。

こ
の
振
が
如
何
な
る
宗
波
に
属
す
る
か
も
従
来
頓
る
難
解
な
問
題

で
あ
っ
た
が
、
ニ
ャ
ン
チ
ュ
ン
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
サ
キ
ャ
パ
の
ナ

ン
チ
ェ
ン
の

一
人
に
ゴ
ン
ジ
ョ
の
系
統
が
翠
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら

(
回
同
，
-

H

〈・

U
-

∞ω
)
、

ス
タ
ン
氏
同
様
こ
れ
を
サ
キ
ャ
パ
の
一
一
概
と

見
な
し
て
お
き
た
い
(
岡
山
何
回
・

H
Y
N
ω

∞掴

ロ-
H
O
)

。

ゴ
ン
ジ
ョ
は
リ
ン
ツ
ァ
ン
と
も
近
く
、
同
じ
宗
、
仮
で
あ
る
か
ら
相

互
の
聯
絡
も
密
接
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
永
築
四
年
二

月
に
来
朝
し
た
使
臣
ド
ェ
ン
ル
プ
サ
ン
ボ
は

「
館
費
盤
購
等
鹿
使

臣
」
と
呼
ば
れ
て
南
大
ラ
マ
の
使
者
を
粂
ね
て
い
る
(
八

O
頁)。

而
し
て
翌
三
月
に
は
リ
ン
ツ
ァ
ン
の
大
ラ
マ
と
同
時
に
オ
ェ
セ
ル
ナ

ム
カ
ベ
ル
サ
ン
ボ
は
舘
魔
濯
頂
大
圏
師
を
命
ぜ
ら
れ
た
(
史
料
五

頁)。

翌
五
年
二
月
に
は
オ
ェ
セ
ル
は
割
思
巴
見
監
臓
忍
同
色
℃
白

M

ユ
お
お
ロ
庶
民
但
〈
の
円
高
印
刷
M

白
認
可
白
】

H
u
g
r
g
を
使
者
と
し
て
貢

馬
し
た
が
(
史
料
五
四
頁
)
、

明
俸
は
「
遺
使
入
謝
」
と
い
う
か
ら

謝
思
の
意
味
で
の
入
朝
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
績
い
て
三

月
丁
卯
に
は
護
数
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
事
情
は
リ
ン
ツ
ァ
ン

を
は
じ
め
併
記
さ
れ
て
い
る
諸
王
の
場
合
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

オ
ェ
セ
ル
ナ
ム
カ
は
永
築
十
三
年
頃
に
殻
し
、
そ
の
後
は
甥
の
斡

些
見
吉
刺
思
巴
戴
卜
が
護
数
王
と
な
る
占
明
停
に
は
オ
ェ
セ
ル
ナ
ム

カ
が
十
二
年
に
裂
し
た
こ
と
を
い
う
が
、
貫
録
に
は
封
臨
記
事
は
な

い
。
し
か
し
十
三
年
に
そ
の
甥
が
護
数
王
に
な

っ
た
こ
と
は
貫
録
同

年
五
月
丙
辰
の
記
事
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
(
史
料
六
五
頁
)
。

斡

些
見
吉
刺
思
巴
菰
卜
は
貫
録
宣
徳
四
年
四
月
初
の
保
に
は
斡
山
一
見
士
口

刺
思
巴
入
戴
卜

J
O
臼
広
三
沖
合

2
白
色
匂
白

E
-
Z
R
O
匂C

と
あ

る
が
、
後
者
の
綴
字
が
正
し
く
、
恒
包
括
之
何
日
何
回
】
話
身
同
二
M
N
白ロ

旬
。
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

-84一

護
数
王
の
事
蹟
は
宣
徳
四
年
四
月
の
オ
エ
セ
ル
ラ
グ
パ
の
遺
使
入

貢
を
以
て
終
り
、
そ
の
後
は
組
え
て
史
上
に
は
現
れ
な
い
。
明
停
は

オ
ェ
セ
ル
ラ
グ
パ
に
つ
い
て

洪
照
宣
徳
中
、
並
入
貢
、

己
而
卒
、
無
嗣
、
其
爵
途
紹
。

と
い
っ
て
、
こ
れ
を
以
て
護
教
王
の
系
統
が
断
紹
し
た
こ
と
を
明
か

に
し
て
い
る
。

さ
て
第
八
は
輔
教
王
で
あ
る
。
こ
の
王
に
閲
し
て
明
俸
に
は
、

輔
教
王
者
思
達
毅
信
也
、
其
地
覗
烏
斯
描
尤
遠
。

と
あ
る
。
こ
の
思
達
蔵
∞

-
E
g
a
d
の
地
が
何
れ
に
あ
る
か
が
又



頗
る
難
問
で
、
従
来
何
人
も
こ
れ
を
解
い
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
唯

ト
ゥ
ッ
チ
氏
が
初
め
て
明
俸
の
五
教
王
を
紹
介
し
た
と
き
に
、
輔
教

王
を
タ
グ
ツ
ァ
ン

ω
g
m
z
r包
一
一
の
借
で
あ
る
と
述
べ
(
叶
司
ω・司・

N
U
〉
、
叉
衣
の
ご
と
く
い
う
(
叶
司

ω・同
)-S〉。

私
は
タ
グ
ツ
ァ
ン
を
判
定
す
る
の
に
充
分
な
デ
ー
タ
を
歓
い
て
い

る
。
し
か
し
も
し
ラ
ダ
ク
の
へ
ミ
出
自
阿
佐
の
創
設
者
が
同
じ
漉

に
属
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
彼
等
は
カ

l
ギ
ュ
パ
の
一
漉
と
考
え

ら
れ
る
。

ト
ゥ
ッ
チ
氏
に
つ
い
で
フ
ェ
ラ
リ
女
史
〉
・
司
叩
周
目
立
は
キ
ェ
ン
ツ

ェ
の
案
内
書
に
よ
り
、

オ
ン
プ
ゥ
の
タ
グ
ツ
ァ
ン
官
。
ロ

σ回
目

g
m

そ
れ
は
カ

l
ギ
ュ
パ
の
一
漉
タ
グ
ツ

Z
E
D
な
る
地
名
を
捜
出
し
、

一
時
隆
盛
を
極
め
た
が

ァ
ン
パ

ω
E
m
g
r包
一
話
・
の
中
心
で
、

現
在
で
は
何
等
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
ず
、
恐
ら
く
滅
び
た
の
で
は
な

い
か
と
い
叶
て
い
る
(
の
国
司
・
同
)
-
H
N
C
〉。

フ
ェ
ラ
リ
女
史
の
い
う
オ
ン
ブ
ゥ
の
タ
グ
ツ
ァ
ン
は
女
史
の
示
し

た
地
圃
の
上
で
は
デ
ン
サ
テ
ル
の
北
北
西
に
嘗
る
が
、
そ
れ
は
果
し

て
明
俸
の
い
う
思
遠
藤
で
あ
ろ
う
か
。
明
俸
に
、

そ
の
地
は
烏
思
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識
に
覗
ベ
て
尤
も
遠
い
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
常
識
的
に
は
ラ
サ
よ

り
西
方
、
恐
ら
く
は
サ
キ
ャ
よ
り
も
尚
遠
く
の
地
に
そ
の
存
在
を
求

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
我
々

は
ト
ゥ

v
チ
氏
の
示
す
サ
キ
ャ
パ
の
系
園
を
見
る
と
、

ド
ゥ
エ
チ
ョ

エ
系
の
開
租
ク
ン
ガ

l
レ
グ
ベ
ー
ジ
ュ
ン
ネ
l
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル

サ
ン
ボ
関
口
口
仏
関
内
じ
い

-mm印
可
同
}lHVσ
可
ロ
ロ
関
口
E
H
m
Mぷ
w
-
E
g
r同ロ

円
ぜ
巳

σN同円凶日
uo
の
子
に
タ
グ
ツ
ァ
ン
ゾ
ン

ω4庁

Mwm
仲田一

r白
PH1仏国
OP

に
生
れ
た
ラ
グ
パ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン

。E何
回

匂

MHHm門司同
-
B
z
r白ロ

(
一
三
三
六

l
一
三
七
八
〉
な
る
人
物
を
遊
見
す
る
(
叶
司

ω・
。

g
g
-

し
か
し
彼
の
子
孫
が
ド
ゥ
エ
チ
ョ
エ
系
と
し

-cmFn巳
も
叶
同
宮
四
国
〉
。

て
そ
の
後
繁
栄
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
タ
グ
ツ
ァ
ン
パ
等
で

⑩
 

あ
る
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
更
に
進
む
と
彼
の
曾
孫
の
ワ
ン
・
ナ
ム

戸 85~ 

カ
レ
グ
ベ

l
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン

ロσ同
P

Z同
H
H
M
B
r
r同
}
M
F
m由
回
出
宮

吋

muミ
w
-
B
z
r同
ロ
は
大
明
王
叶
恒
国
志
円
muミ
w-
唱
。
か
ら
一
四
一
五

年
に
関
可
同

rod『
ち
一
の
稿
挽
を
奥
え
ら
れ
た
と
い
う

ト
ゥ
ヅ
チ

氏
は
同

3
5
r
o
d
g
p一
郎
ち
の

r
g
d『
g
m
(教
王
)
で
あ
る
と
い

う
が
、
そ
れ
は
多
分
間

o
r
E廿
o
d
gロ
の
誤
で
、
こ
れ
こ
そ
正
に

輔
教
王
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

尤
も
元
代
に
も
既
に
タ
グ
ツ
ァ
ン
バ
は
モ
ン
ゴ
ル
の
朝
廷
に
出
入

し
て
い
た
。

ウ
ラ
ン
史
を
見
る
と
、

ト
ガ
ン
テ
ム
ル
(
順
帝
)
い
か
帝
'

位
を
棄
て
た
と
き
「
タ
グ
ツ
ァ
ン
パ
の
パ
l
リ
・
ク
ン
ガ
l
リ
ン
チ
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ェ
ン

L
ω
g
m
g
r同
HJ
同
)
但
ロ

MUHHY
江
関
口
口
仏
∞
色
川
口
口
口
}
戸
市
ロ

る
も
の
が
大
都
に
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

(
H
N

〉

-MU・
5
同
)
。

」
の
記
事
は
決
し
て
本
来
ウ
ラ
ン
史
に
あ
っ
た
も
の
で
な
く

か
ら
の
附
加
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り

ク
ン
ガ
l
リ
ン
チ
ェ
ン

が
ド
ゥ
エ
チ
ョ
エ
の
家
系
に
属
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
確
で
あ
る

が
、
こ
の
系
統
の
も
の
が
元
朝
と
聯
絡
あ

っ
た
こ
と
の

一
つ
の
誼
接

に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ず
い
て
明
代
に
入
る
と
タ
グ
ツ
ァ
ン
パ
の
最
初
の
入
貢
者
は
洪

武
六
年
十
月
の
園
公
寄
列
思
監
臓
己
競
卜
で
、
そ
れ
が
右
に
述
べ
た

ラ
グ
パ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
で
あ
ろ
う
こ
と
は
前
に
述
べ
た
(
元
末
明
初

五
一一
二
頁
)
。

し
か
し
明
確
に
タ
グ
ツ
ァ
ン
パ
と
し
て
明
代
の
歴
史

に
現
れ
て
く
る
の
は

永
築
十
一
年
五
月
丙
戊
に

「
思
達
戴
輔
教

王
」
に
任
ぜ
ら
れ
た
南
渇
烈
思
巴
を
以
て
最
初
と
す
る
(
史
料
六
三

五
)
。
南
渇
烈
思
巴
ロ
Q
S
F
R
o
-仲
叫
乙
唱
曲
目
は
い
う
ま
で
も
な
く
右

に
述
、
べ
た
ナ
ム
カ
レ
グ
ベ
l
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
で
、
彼
が
一
四
一
五
年

(
永
幾
十
三
年
)
に
輔
敬
王
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、

正
に
永

集
十
一
年
に
護
せ
ら
れ
た
封
爵
を
二
年
後
に
受
取
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
永
幾
十
一
年
二
月
に
は
前
に
チ
ベ
ッ
ト

に
波
遣
さ
れ
た
中
官
楊
三
保
が
鏑
還
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
恐
ら
く な

彼
の
粛
し
た
情
報
が
こ
の
封
爵
授
輿
を
決
定
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ

ぅ
。
尚
参
考
の
た
め
そ
の
系
闘
を
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
研
究
か
ら
必
要
な

後

部
分
だ
け
輔
教
す
る
と
次
頁
の
〔
第
四
表
〕
の
ご
と
く
な
る
。

ナ
ム
カ
レ
グ
パ
の
遣
使
は
二
度
程
で
終
っ
て
お
り

つ
い
で
現
れ

る
の
は
貫
録
景
泰
七
年
夏
四
月
庚
成
の
傑
の
「
四
川
烏
思
離
達
治
輔

数
等
王
晴
恰
勤
巴
羅
骨
堅
千
伯
L

の
遺
使
来
朝
で
あ
る
(
史
料
二

O

六
頁
)
。
達
治
芯
神
田
正
。
は

ω
g
m
g
yち
で
あ
り
、
玉
名
晴
恰
勤

巴
羅
骨
堅
千
伯
ロ
Q
B
Z
〆
E
巳
日
出

-
E
o
F
e
z
-
g
g
J刊
口
問
】

QH

は

Z
同
B
S
F
Y同
}
V
Z何
回
目
)
同
官

Z
o
m
H
1
0∞
品
司
同
-
g
g
r同
ロ
唱
曲
と

還
元
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
南
渇
烈
思
巴
と
同
一
人
で
あ
る
こ
と
は
疑

-86-

な
い
。
同
じ
く
六
月
葵
丑
の
傑
に
胡
撲
の
奏
に
よ
る
と
し
て
(
史
料

二
O
六
頁
)
、

封
苓
蒼
地
面
王
子
晴
葛
竪
祭
巴
蔵
卜
‘

襲
矯
輔
教
王
。

と
あ
る
が

」
の
苓
蒼

g
g
a
h
H
O
も
タ
グ
ツ
ァ
ン
で
あ
り

日南
蔦

堅
祭
巴
購
ト
ロ
Q
B
W
O
五
日
ロ

'Uゼ
ロ
官

2
3
2
は
明
か
に

Z
伊
同

H
H
B
r
r
与
吋
∞
苫
-
-
B
a
r何百円凶同】丘一
r
N
B
M
U
O
で
あ
ろ
う
。
貫

録
は
そ
の
翌
年
天
順
元
年
九
月
辛
巳
の
傑
に
更
に

(
史
料
二
二
一

頁)、遺
正
使
濯
原
園
師
葛
裁
、
副
使
右
覚
義
桑
加
巴
等
資
勅
詰
弁
繰
幣



-
借
俗
衣
帽
鈴
杵
等
物
、
封
苓
蒼
晴
恵
堅
祭
巴
購
ト
、
襲
矯
輔
教
王
、

以
其
父
輔
菖
列
思
巴
羅
一
竹
堅
築
巴
購
卜
奏
年
老
不
能
親
事
故
也
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
断
片
的
な
記
事
の
聞
の
事
情
を
説
明
し
て
い
る
.

Bdag chen Chos kyi 
Tl!val mtshan 
(1359生， 70歳死)

[第四表〕

Grags pa rgyal mtshan 

Rnam sras 
rgyal mtshan 
(1360生， 49歳死)

501 

~un dgal:t legs pal:1i 
blo gros rgyal 
mtshan dpal bza白 po
(1358生， 28歳帝師7

王
子
の
名
は
系
圃
の
ナ
ム
カ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
サ
ン
ポ
に
一
致
し

Iヲjamdbyans 
tshe brtan 
bkra cis 

A. Dban Nam mkhal:t 
legs pal:ti rgyal mtshan 

(1399生， 1415封， 49首長1444死)

B. Nam mkhal:t rgyal mtshan 
dpal bza白 po
(師生114m死)

C. Nam mkhal:t bkra cis 
rgyal mtshan dpaJ bza白 po

(1458生)

1:!jam dpal 
grags pa 

Dpon chen Kun dgal:t 
bJo gros rgyal mtshan 
dpaJ bzan po 

Nam mkhah rin 
chen rgyaJ mtshan 
dpal bzan po 

(1453生)

Bdag chen Nag 
gi dban phyug 
grags pa rgyaJ 
mtshan doaJ 
bza白 po

o
 

nr 

0

・E
l

p
m
n
s

創

F
L

u
u
n
z
-
S
I
 

n-戸
k
n
d
b
g

e

E

a

t

s

 

h
日
.
s
n
y
l
5

c
-
-
-
n
g
a
1
 

a
a，d
r
p
 

，d
-必

y
o
a
，d
B
1

い

m-M
品
h
p
m
珪

昭

h
M
d
m
v
L山
崎

d
a
a
g
m叫
H
U

B
S
p
d
g
n
 

て
い
る
が
、
唯
父
の
ナ
ム
カ
レ
グ
パ
は
四
十
六
歳
で
一
四

四
四
年
に
残
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
こ
れ
で
は
景
泰

七
年
(
一
四
五
六
)
又
は
天
順
元
年
ま
で
は
生
存
し
て
い

し
か
し
年
老
い
て
止
む
を
得
ず
職
を

な
い
こ
と
に
な
る
。

子
に
譲
っ
た
と
い
う
か
ら
に
は
四
十
六
歳
で
死
亡
し
た
筈

は
な
い
。
ト
ゥ
ッ
チ
氏
の
系
圃
の
方
に
何
ら
か
の
誤
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
。
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ナ
ム
カ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
に
衣
い
で
立
っ
た
の
は
そ
の
子

の
C
、
ナ
ム
カ
タ
シ

1
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
サ
ン
ボ

Z
即日

g
r
v白
ザ

ゲ

W
Eー
の
仲
間
同

m
u函
-
B
Z
Y白
ロ
門

tu白
-
σ
N同
岳

旬

。

で

あ
る
。
即
ち
貫
録
成
化
五
年
正
月
辛
巳
の
僚
に
は
、
閣
化

閣
数
王
と
と
も
に
輔
教
王
南
葛
堅
参
巴
戴
ト
の
子

王「
葛
割
失
堅
参
夙
臓
卜
」

r
o
F同
包

Z
Wロ
g
a
h
H
B
J
m

2
8
M
Mじ
を
封
じ
た
こ
と
を
い
う
が
(
史
料
二
五
三
頁
)
、

明
停
を
封
照
す
れ
ば
後
者
の
名
は
最
初
に
晴
字
を
脱
落
し

て
い
る
。
父
の
ナ
ム
カ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
は
一
四
六
三
年
に

一
四
六
九
年
(
成
化
五
年
〉
の
封
爵
授
奥

残
し
て
お
り
、
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は
時
期
的
に
も
よ
く
吻
合
す
る
。
尚
同
じ
く
成
化
十
五
年
正
月
甲
戊

の
保
に
は
輔
敬
王
の
南
渇
堅
祭
己
競
ト
ロ
Q
B
r
o
g
F
g
g
a
g
H
M同

Z
R
U
H
)
C

が
遺
使
来
朝
し
た
こ
と
を
い
う
が
、
こ
の
王
は
前
代
の

B
、

ナ
ム
カ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
で
は
な
く

ナ
ム
カ
タ
シ

l
ギ
ェ
ン
ツ

C 

ェ
ン
で
あ
り

タ
シ

l
の
漢
字
音
需
を
敏
い
た
形
と
見
な
す
べ
き
で

あ
る
。

輔
教
王
の
遺
使
入
貢
は
嘉
靖
時
代
ま
で
断
績
的
に
行
わ
れ
る
が

そ
の
王
名
は

C
以
後
は
全
く
記
さ
れ
ず
、
漢
文
献
の
上
で
の
系
統
追

求
は
不
可
能
に
な
る
。
し
か
し
右
の
検
討
に
よ
っ
て
輔
教
王
が
サ
キ

ヤ
パ
の
ド
ゥ
エ
チ
ョ
エ
系
で
あ
り
、
タ
グ
ツ
ァ
ン
パ
と
は
彼
等
を
指

す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
買
に
誼
明
で
き
た
と
思
う
。

以
上
長
々
と
八
大
教
王
の
系
統
年
代
を
検
討
し
た
が
、
こ
れ
を
表

記
す
る
と
次
の
ご
と
く
な
る
。

大
貫
法
王

カ
ル
マ
バ

大
一
束
法
王

サ
キ
ャ
パ
・
ラ
カ
ン
系

大
慈
法
王

ゲ
ル
グ
パ

間

化

王

費

善

王

バ
グ
モ
ド
ゥ
パ

リ
ン
ツ
ァ
ン
バ

護

教

王

サ
キ
ャ
パ

間

数

王

リ
ゴ
ン
パ

輔

教

王

タ
グ
ツ
ァ
ン
パ

右
の
う
ち
カ
ル
マ
パ
、
パ
グ
モ
ド
ゥ
パ
、
リ
ゴ
ン
パ
は
カ
l
ギ
ュ
パ

の
分
波
で
あ
り
、
タ
グ
ツ
ァ
ン
パ
、
リ
ン
ツ
ァ
ン
パ
は
サ
キ
ャ
パ
の

分
波
で
あ
る
。

卸
ち
カ
l
ギ
ュ
パ
は
三
人
の
教
王
を
出
し
て
い
る

が
、
サ
キ
ャ
パ
は
四
人
の
法
王
を
出
し
て
い
る
。
結
局
分
汲
は
し
て

こ
れ
が
明
代
の
各
宗
波
の
大
勢
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
や
は

り
サ
キ
ャ
パ
の
勢
力
は
尚
宗
数
上
は
元
代
に
劣
ら
ず
相
嘗
な
も
の
で

い
る
が
、

-88-

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
分
割
統
治
と
は
い
う
も
の
の
サ
キ
ャ
バ

の
勢
力
は
依
然
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
各
地
に
根
強
く
鏡
、
が
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

叉
最
初
の
三
大
法
王
は
そ
の
勢
力
範
圏
を
各
々
東
チ
ベ
ッ
ト
、
中

央
チ
ベ
ッ
ト
、
西
チ
ベ
ッ
ト
に
持
っ
て
い
る
。
明
朝
は
そ
の
三
大
地

域
に
お
け
る
最
大
の
宗
源
が
何
で
あ
る
か
は
夙
に
熟
知
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
三
大
法
王
を
設
定
し
、
そ
の
聞
の
小
空
間
に
五
人
の
教
王

を
配
置
し
た
の
は
、
首
時
の
チ
ベ
ッ
ト
の
現
質
か
ら
し
て
賓
情
を
全

く
よ
く
把
握
し
た
施
策
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
市
し
て
こ
れ
ら
の

諸
数
王
の
封
爵
が
殆
ど
永
築
時
代
に
行
わ
れ
た
の
を
知
る
と
き
、
我



我
は
更
め
て
成
-
組
の
謝
チ
ベ
ッ
ト
政
策
が
如
何
に
遁
確
に
行
わ
れ
た

か
と
い
う
黙
に
感
嘆
の
念
を
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
る
。

〔
{
元
〕

〔註〕
①
第
四
代
ジ
ャ
マ
ル
パ
の
極
め
て
簡
単
な
俸
記
は
リ
チ
ャ

1
ド
ス

γ
氏
に
よ

っ
て
澄
表
さ
れ
て
い
る
(
烈

ω・
?
?
5
0
)。

②
佐
藤
長
「
明
代
チ
ベ
ッ
ト
の
日
ゴ

γ
パ
滋
の
系
統
に
つ
い
て
」
東
洋
肇
報

四
五
省
第
四
抽
目
。

③
テ
キ
ス
ト
に
は
恒
U
H
M
H
H
S
B
m
oロ
MVO
と
あ
る
が
、

E
E
は

Z
-
m
の

誤
と
見
な
す
。

①
テ
プ
ゴ

γ
で
は
の
広
田
口
凹

Em-

⑤
前
掲
論
文
一
七
頁
の
第
五
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑤
君
。
。

ι
5
-
Z
巧・岡山
o
n
r
Y
p
-
-
w
H
A
S仏

O
同

Hh
曲目
2
2
0
4
q
ペO
H
F

]
戸
∞

U
H
U

司・

ω印
H
・

⑦
賀
線
宣
徳
元
年
三
月
己
亥
の
僚
に
は
「
盤
戴
賛
普
王
子
鎖
南
監
難
」
等
が

ラ
マ
の
領
占
札
思
巴
を
遺
し
て
馬
を
貫
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
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(
史
料
七
七
頁
)
、
鎖
南
監
臓

Z
¢
8
ロ
ロ
R
B
S
F
S
Z
R由
は
切
回
O
仏

ロ
国
吉
田
認
可
白
巴
-
B
Z
Y由
民
領
占
札
思
巴
ロ
由
同
包
即
日
伸
明
白
印

HZ-
は

MNZ

O
Y
叩ロ

m
g
g
M
M同
で
あ
ろ
う
。
順
序
か
ら
い
え
ば
、
乙
の
ソ
ェ
ナ
ム
ギ
ェ

γ
ツ
ェ
ン
は
前
年
に
王
の
襲
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
ナ
ム
カ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ

γ
の

子
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
貫
録

K
は
ζ

の
と
き
未
だ
賛
#
世
主
と
し
て
の

ナ
ム
カ
の
名
は
現
れ
て
い
な
い
の
で
、
ラ
グ
パ
ベ
ル
サ
ゾ
ポ
の
子
と
見
た

い
。
ナ
ム
カ
の
長
子
、
次
子
は
後
に
述
べ
る
が
、
と
も
に
ソ
ェ
ナ
ム
ギ
ェ

γ
ツ
ェ

γ
で
は
な
い
こ
と
が
一
つ
の
傍
置
と
な
る
(
八
一
頁
参
照
)
@

③
r
g
cロ
唱
曲
は

ν
l
p
ッ
ヒ
氏
に
よ
れ
ば
、
濁
身
の
借
侶
を
意
味
す
る
と

い
ャ
ヲ
(
切
〉
-

M

U

・ω。
由
)
。

①
館
費
は
管
串
品
目
円
己
8
ロ

Z
E
と
も
書
か
れ
る
。
貫
録
永
幾
十
一
日
牢
二
月
己

未
及
び
十
二
年
正
月
己
卯
の
係
に
、
「
管
究
滋
頂
園
師
護
教
王
」
と
あ
り

(
史
料
六
三
、
六
四
頁
)
、
同
じ
く
宣
徳
四
年
四
月
の
僚
に
「
管
舞
曲
説
教

王
ι
と
あ
る
(
史
料
九
九
頁
)
。

⑪
ダ
ス
氏
に
よ
れ
ば
ラ
サ
の
西
方
の
山
中
に

ω門
戸
開

S
F
ち

5
σ

州

H
2
0
ι

と
い
う
有
名
な
庵
が
あ
る
と
い
う
が
(
吋
肘
0
・
唱

-E
S
、
恐
ら
く
同
一

の
場
所
で
は
あ
る
ま
い
。
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